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1. 四半期業績の概況の作成等にかかる事項 
売上高の会計処理方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 ：  無 
 

2. 平成 17年 3月期第 1四半期業績の概況（平成 16年 4月 1日～平成 16年 6月 30日） 
(1) 売上高                     （百万円未満切捨） 

 
17年 3月期第 1四半期 
16年 3月期第 1四半期 

   百万円

1，594 
1，716 

％ 
  △7.1  

 
（参考）16年 3月期 7，203  

（注）1.売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
   2.パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   3.当該四半期及び前年同四半期に係る数値については監査法人の監査を受けており

ません。 
    
〔売上高に関する補足説明〕 
  当第１四半期におけるわが国経済は、株式市場の持ち直しなど景気回復の兆しがみら

れるものの、個人消費につきましては、依然として回復感にやや欠ける状況が続いてお

ります。 
  このような状況の中、当期間における当社グループの売上高の概況は、次のとおりで

あります。 
メカトロニクス事業につきましては、国内向けは電子レジスターが消費税総額表示方

式への対応に伴う買い替え需要がほぼ一巡したこともあり６月の売上が計画を下回り、

また、広告機器についても LED表示機の販売単価は前年同期と比べ高くなったものの販
売台数が伸び悩み売上は減少しました。海外向け売上については米国向けが予想以上に

売上が伸びず、メカトロニクス全体売上高は 14 億 96 百万円となりました。不動産事業
においては、テナントビルの賃貸収入を主として展開しており、売上高は 97百万円とほ
ぼ横這いで推移しました。この結果、第１四半期の売上高は 15 億 94 百万円となりまし
た。 
   



 
 
 
(2) 当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

該当事項はありません。 
 

3. 平成 17年 3月期の業績予想（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 
当該四半期の売上高は、当初予想よりやや下回って推移しておりますが、当中間期及

び通期の業績については当初予想（平成 16年 5月 14日公表）通り変更はありません。 
 
（注）上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。 
 
                                     以 上 


